
深
夜
勤
務
の
実
態

む
さ
し
Ｎ
ｅ
ｔ
は
、
06
年
12

月
号
で
武
蔵
事
業
所
の
長
時
間

勤
務
の
実
態
調
査
を
行
な
い
、

深
夜
に
ほ
ぼ
全
館
照
明
と
な
っ

て
い
る
現
実
を
写
真
付
き
で
報

道
し
、
改
善
を
訴
え
ま
し
た
。

職
場
内
で
は
、
労
使
で
労
働

時
間
の
縮
減
の
た
め
に
一
斉
定

時
退
勤
日
の
徹
底
、
産
業
医
の

拡
充
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

残
業
時
間
の
実
態

ル
ネ
サ
ス
労
組
武
蔵
支
部
の

第
二
回
定
期
大
会
議
案
書
の

「
資
料
編
」
に
06
年
度
（
06
年

４
月
～
07
年
３
月
）
労
働
時
間
・

休
暇
に
関
す
る
報
告
が
詳
細
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
の
、
平
均
時
間
外

労
働
お
よ
び
平
均
健
康
管
理
用

時
間
を
左
上
に
グ
ラ
フ
化
し
ま

し
た
。
日
本
社
会
は
、
労
働
基

準
法
で
一
日
８
時
間
労
働
が
原

則
に
な
っ
て
い
ま
す
。

労
基
署
の
定
期
監
査

労
基
署
の
定
期
監
査
で
休
出

や
深
夜
の
入
室
記
録
と
勤
休
登

録
に
差
異
が
指
摘
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
職
場
内
で
は
「
会
社
か

ら
の
勤
休
管
理
適
正
化
の
通
達

は
労
基
署
の
指
導
に
よ
る
も
の

な
の
で
、
休
出
時
や
残
業
は
き

ち
ん
と
つ
け
る
よ
う
に
」
と
話

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
使
で
過
重
労
働
対
策
を
話

し
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
労

基
署
の
指
摘
を
実
施
す
る
た
め

に
も
有
効
な
施
策
で
長
時
間
労

働
を
縮
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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労
働
時
間
管
理
の
徹
底
を

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） ルネサス武蔵の会

＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男

＊電話・FAX ; 042-394-0937

＊ﾒｰﾙ;musashinet@jcom.home.ne.jp
＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

労
基
署
の
指
導
を
受
け
て

＊
「
日
経
」
新
聞
は

首
都
圏
に
住
む
二
十

代
の
若
者
を
対
象
に

６
月
下
旬
か
ら
７
月

上
旬
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
８
月
22
日

付
け
で
報
道
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
多
く

の
若
者
は
、
車
を
買
わ
ず
、

酒
も
あ
ま
り
飲
ま
な
い
。

休
日
は
自
宅
で
過
ご
し
、

無
駄
な
支
出
は
嫌
い
で
、

貯
蓄
意
欲
が
高
い
」
と
し

て
い
ま
す
。
意
識
の
大
き

な
変
化
が
見
ら
れ
た
の
は

車
へ
の
関
心
で
、
２
０
０

０
年
と
の
比
較
で
は
「
車

を
持
っ
て
い
る
」
で
は
、

23
・
６
％
か
ら
13
・
０
％

に
低
下
、
「
車
が
欲
し
い
」

人
の
割
合
も
48
・
２
％
か

ら
25
・
３
％
に
急
落
を
し

て
い
る
、
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
結
果

を
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
？

集積回路

時間

組
合
員

（
Ｒ
Ｓ
１
除
く
）

Ｒ
Ｓ
１

（
裁
量
非
適
用
）

組
合
員

（
裁
量
勤
務
者
除
く
）

健
康
管
理
用
時
間

（
裁
量
勤
務
者
）

10

20

30

40

50

35.7 37.7
32.5

58.6



武
蔵
支
部
定
期
大
会

ル
ネ
サ
ス
労
組
武
蔵
支

部
「
第
二
回
定
期
大
会
」

は
、
８
月
３
日
（
金
）
午

後
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
武
蔵
事
業
所
の

大
会
議
室
で
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
労
組
本
部
荒

井
中
央
書
記
長
は
「
07
春

闘
の
５
０
０
円
の
扱
い
は
、

09
年
改
訂
時
ま
で
に
配
分

方
法
を
検
討
し
た
い
」
さ

ら
に
「
福
利
厚
生
制
度
も

再
検
討
す
る
」
と
考
え
が

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

８
項
目
の
質
疑
が

要
望
意
見
は
５
名
の
代

議
員
が
発
言
を
し
ま
し
た
。

質
疑
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

◆
「
他
社
で
は
年
休
を
金
に

替
え
て
い
る
と
聞
く
が
」
に

対
し
て
「
金
に
替
え
る
事
は

し
な
い
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
組
む
」

◆
「
賃
金
カ
ー
ブ
が
な
く
将

来
展
望
が
見
え
な
い
」
に
対

し
て
「
ス
キ
ル
を
あ
げ
る
こ

と
で
賃
金
が
あ
が
る
制
度
で

あ
る
」

◆
「
仕
事
の
実
績
に
見
合
っ

た
昇
格
が
な
い
」
に
対
し
て

「
管
理
者
に
納
得
で
き
る
説

明
を
求
め
て
ほ
し
い
。
組
合

も
取
り
組
ん
で
い
る
」

◆
「
再
雇
用
者
が
増
加
す
る

方
向
で
あ
り
組
合
員
化
を
求

め
る
」
に
対
し
て
「
将
来
的

に
は
組
合
員
に
す
る
」

◆
「
０
７
春
闘
の
５
０
０
円

を
賃
金
に
組
み
入
れ
を
」
に

対
し
て
「
中
央
の
処
遇
委
員

会
で
検
討
を
す
る
」

◆
「
総
合
職
の
扶
養
手
当
が

支
給
さ
れ
て
な
い
の
で
実
状

に
合
わ
せ
て
支
給
を
」
に
対

し
て
「
今
後
検
討
を
す
る
」

◆
「
メ
ン
タ
ル
問
題
が
急
増

し
て
お
り
職
場
段
階
の
対
策

が
必
要
」
に
対
し
て
「
組
合

も
重
視
し
て
い
る
。
職
場
環

境
・
長
時
間
労
働
の
削
減
に

取
り
組
む
」

◆
「
長
時
間
労
働
を
削
減
さ

せ
る
た
め
に
は
人
員
増
が
必

要
」
に
対
し
て
「
各
種
協
議

会
で
言
っ
て
お
り
引
き
続
き

取
り
組
む
」

と
の
内
容
で
し
た
。
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８月２２日付「日経」は、次の内容の

報道を行いました。

半導体大手がデジタル家電の頭脳に当

たるシステムＬＳＩの最先端品を一斉に

量産する。ルネサステクノロジとＮＥＣ

エレクトロニクスが市場に出回っている

回路線幅６５ナノより微細な４５ナノ製

品の量産を０８年度以降に始める。

先行している松下電器、０８年度以降

の量産を決めている東芝、富士通を加え

た５社が先端品の量産体制に入ることで、

家電の高性能化が加速する。

システムＬＳＩは、半導体チップにＣ

ＰＵ（中央演算処理装置）や保存用メモ

リーをまとめて搭載した半導体。薄型テ

レビや携帯電話など幅広いデジタル家電

に組み込まれる。回路線幅が狭くなれば、

消費電力が下がると同時にチップ面積が

小さくなり、搭載機器の省エネ・小型化

が進む。

松下電器は、今年６月に世界で初めて

量産を始めた。ルネサスは那珂第二工場

で０８年度中に量産に入る。

と報道しています。

経営問題もしっかりと掌握をして諸問

題に生かしていきましょう。

大
会
に
職
場
問
題
を
反
映

最先端４５ﾅﾉ システムＬＳＩ量産開始へ



労
働
経
済
白
書
07
年
版

戦
後
最
長
に
お
よ
ぶ
景
気
回
復
と

は
裏
腹
に
、
実
質
賃
金
は
減
り
、
労

働
時
間
も
延
び
る
な
ど
労
働
環
境
が

改
善
さ
れ
て
い
な
い
実
態
が
、
厚
生

労
働
省
が
８
月
３
日
発
表
し
た
07
年

版
「
労
働
経
済
の
分
析
」
（
労
働
経

済
白
書
）
で
わ
か
っ
た
。

白
書
は
非
正
規
雇
用
や
成
果
主
義
、

裁
量
労
働
制
な
ど
の
拡
大
を
原
因
と

し
て
指
摘
。
業
績
回
復
の
果
実
が
労
働

者
に
も
行
き
渡
る
よ
う
、
新
た
な
成
果

配
分
の
仕
組
み
が
必
要
だ
と
訴
え
て
い

る
。
今
回
の
白
書
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を

主
題
に
分
析
。
賃
金
面
で
は
、
80
年
代

や
90
年
代
の
景
気
回
復
期
と
、
02
年
か

ら
の
今
回
の
景
気
回
復
と
で
賃
金
上
昇

率
を
比
較
し
た
。

今
回
の
景
気
回
復
で
は
、
景
気
の
谷

だ
っ
た
02
年
第
１
四
半
期
に
比
べ
、
06

年
第
４
四
半
期
の
賃
金
は
従
業
員
５
０

０
人
以
上
の

大
企
業
で
も

０
・
３
％
増

で
ほ
ぼ
横
ば

い
。
１
０
０

～
４
９
９
人

の
中
堅
企
業

で
は
１
・
２

％
減
、
５
～

２
９
人
の
小

規
模
企
業
は

５
・
３
％
減

と
、
む
し
ろ
悪
化
し
た
。
物

価
上
昇
率
を
反
映
し
た
06
年

平
均
の
実
質
賃
金
は
、
前
年

に
比
べ
０
・
１
％
減
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
80
年
代
の
景

気
回
復
は
小
規
模
企
業
の
デ
ー

タ
が
な
い
が
、
大
手
や
中
堅

で
み
る
と
、
83
年
第
１
四
半

期
か
ら
の
回
復
時
は
賃
金
が

９
．
１
～
５
．
０
％
上
昇
。

86
年
第
４
四
半
期
か
ら
の
回

復
期
に
は
、
18
・
７
～
14
・

１
％
増
え
た
。
93
年
第
４
四
半
期
か
ら

で
は
８
・
４
～
３
・
９
％
増
だ
っ
た
。

成
果
主
義
賃
金
も
影
響

こ
う
し
た
現
状
に
つ
い
て
白
書
は
、

非
正
社
員
の
増
加
や
労
働
組
合
の
組
織

率
の
低
下
な
ど
で
「
経
済
成
長
と
労
働

生
産
性
の
上
昇
を
労
働
条
件
の
改
善
に

つ
な
げ
る
従
来
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
き

に
く
く
な
っ
た
」
と
分
析
。
成
果
主
義

賃
金
や
裁
量
労
働
制
な
ど
の
導
入
で

「
（
企
業
が
）
労
働
者
が
抱
え
る
仕
事

の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
結
果
と
し
て
特
定
の
人
々
に
長
時

間
労
働
を
集
中
さ
せ
る
傾
向
を
生
み
出

し
て
い
る
」
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
は

「
成
果
配
分
の
あ
り
方
を
、
一
人
ひ
と

り
の
働
き
方
に
応
じ
た
も
の
へ
と
見
直

す
こ
と
が
重
要
だ
」
と
結
論
づ
け
た
。

と
分
析
を
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
実
感
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？
し
っ
か

り
と
考
え
た
い
も
の
で
す
。
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◎
安
倍
改
造
内
閣
発
足

「人
心
一
新
」と
い
っ
て
い
る
が

本
人
が
居
直
っ
て
い
て
は
ね
え

◎
「朝
青
龍
」問
題

追
っ
か
け
す
ぎ
？

干
渉
の
し
す
ぎ
？

モ
ン
ゴ
ル
に
帰
っ
て
治
療
？

休
憩
室

生
産
性
は
上
昇
、
賃
金
は
低
下



第
５
３
回
日
本
母
親

大
会
に
参
加

８
月
25
日
・
26
日
、
日
本

母
親
大
会
が
東
京
・
埼
玉
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
25
日
は

芝
公
園
か
ら
日
比
谷
公
園
ま

で
４
０
０
０
人
が
参
加
し
て

の
母
親
大
パ
レ
ー
ド
。
26
日

は
４
つ
の
問
題
別
集
会
。
平

和
と
民
主
主
義
「
い
ま
、
世

界
の
な
か
で
９
条
は
輝
く
」

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

植
野
妙
実
子
さ
ん
（
中
央
大

学
教
授
）
は
「
憲
法
は
人
民

の
側
が
権
力
を
縛
る
も
の
。

今
憲
法
を
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
人
達
は
逆
に
権
力
で
国

民
に
義
務
を
負
わ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。
西
野
瑠
美
子
さ
ん
（
バ

ウ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
）
は

「
最
近
の
日
本
は
過
去
の
戦

争
を
正
し
か
っ
た
と
か
従
軍

慰
安
婦
は
な
か
っ
た
な
ど
歴

史
を
正
し
く
見
な
い
発
言
が

さ
れ
て
い
る
。
ド
イ

ツ
で
は
歴
史
を
偽
る

発
言
を
す
る
と
そ
れ

は
犯
罪
に
な
る
」
と

発
言
し
ま
し
た
。
イ

ラ
ク
か
ら
来
て
い
る

男
性
が
、
「
９
条
は

世
界
の
宝
で
す
。
絶

対
に
変
え
さ
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
」
と
会

場
発
言
を
し
ま
し
た
。

生
命
を
生
み
だ
す
母

親
は

生
命
を
育
て

生
命
を
守
る
こ
と

を
の
ぞ
み
ま
す

Ｈ

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で

職
場
交
流

７
月
27
日
（
金
）
か
ら
８

月
３
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

の
６
日
間
、
ル
ネ
サ
ス
武
蔵

事
業
所
内
で
日
京
ク
リ
エ
イ

ト
に
よ
る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雨
の
た
め
に
開
催
で
き
な

い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎

日
午
後
５
時
半
か
ら
９
時
ま

で
の
間
、
武
蔵
事
業
所
内
の

敷
地
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

開
始
時
間
直
後
は
さ
す
が

に
人
も
ま
ば
ら
で
し
た
が
、

夕
暮
れ
と
な
る
７
時
を
ま
わ

る
と
人
も
増
え
、
用
意
し
た

座
席
も
足
り
な
い
程
の
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。
屋
外
で
職
場

の
人
た
ち
と
飲
め
る
の
も
ま

た
楽
し
い
も
の
で
す
。
会
場

で
久
し
ぶ
り
に
見
か
け
る
知

り
合
い
も
多
く
、
社
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
一
役

か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
）

職
場
だ
よ
り
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絵

手

紙

で

ご

挨

拶

17年ぶりに需要調整

今年の夏は猛暑で家庭生活でも大変

な状況でした。東京電力の最大電力が

８月２２日、６１４７万キロワットと、

２日連続で今夏一番の電力需要を更新

した。東電はあらかじめ合意している

工場など２３件の大口需要家への電力

供給を一時的に絞り込む措置を１７年

ぶりにとった。料金を割り引く代わり

に受給逼迫の際、優先的に電気の使用

を減らしてもらう「随時調整契約」と

呼ばれるものです。 （Ｔ）

日
程
の
都
合

で
８
月
の
発
行

を
初
め
て
休
ま

せ
て
頂
い
た
。

職
場
で
は
労
働

時
間
管
理
の
徹
底
が
言
わ

れ
て
い
る
が
、
設
計
職
場

な
ど
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の

Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
自
動
的

に
集
計
を
す
る
よ
う
に
し

て
、
実
際
の
労
働
時
間
を

反
映
さ
せ
る
事
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

（
Ｔ
）

編集後記


